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うということである。待てど暮らせどタクシーが来な
かったり、来たと思ったら酷い金額での相対交渉に
なったり、行き先を言うと逃げられたり、危険な目に
遭ったり、といった問題だらけのマレーシアのタク
シー事情こそがMyTeksiの生みの親であるといえる。
同時に、ベンチャーキャピタルが欠けていたり、様々
な理由から人材や企業がシンガポールに流出してしま
う同国の慣例どおりになり、Grab社を育てられな
かったことが中所得国マレーシアの課題でもある。
●タクシーとライドシェア・サービスの共存を目
指す
MyTeksiは当初はタクシー配車アプリであり、一般
のドライバーがサービスを提供するライドシェアには
対応していなかった。しかし、ウーバーが攻勢を強め
たことに対応し、MyTeksiのメニューにもライド
シェア・タイプの配車が登場した。タクシー ・タイ
プと比較すると、ライドシェア・タイプの料金は3分
の1程度である。筆者もマレーシア北部のペナン島で
これを利用してみたが、タクシー ・タイプと使い勝
手は変わらず、何分か待つとプロドゥア社の小型車マ
イヴィが現れた。しかし、後部座席に乗り込もうとす
ると、ドライバーから「前に！前に！」と急かされ、
言われるままに助手席に乗り込んだ。このインド系の
紳士は、「最近はタクシードライバーがうるさいんだ。
客を乗せているようにみえると口論になる」と、事情
を明かしてくれた。彼は早期退職したエンジニアで、
ぼけ防止と孫の小遣いを稼ぐためにライドシェアを
やっているという。半日ほどで数十リンギを稼ぐとい
い、タクシードライバーとしては全く不十分だが、ア
ルバイトとしては十分な収入になる。
2017年7月28日、2010年陸上公共交通法が改正され、
マレーシアでライドシェア・サービスが合法化された。
それまでは、多くの国と同様に「グレー」であり、冒
頭のワヒド・オマール氏が大臣在任中にウーバーのド
ライバーになるのを控えていたのはそのためである。
ナンシー ・シュクリ首相府相は「マレーシアは電子
的な配車サービスを公共交通として活用する世界で最
初の国となった」と誇った（参考文献④）。SPADに
よれば、今後はMyTeksiやウーバーなどでライドシェ
ア・サービスを提供するドライバーについても、タク
シードライバーと同様の許可をSPADなどから得るこ
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